
 　

 

 
◎
　
　
◎
　

　
◎
　
 

 

① ①

②
③
④
◎

　 　 　
② 　 　　 ③ ④

　 　　
　 　　
　 　　
 
　 　

  ・協同組合 日本飼料工業会（工業会）

・一般社団法人 全日本配合飼料価格畜産安定基金（全日基）

・一般社団法人 都道府県配合飼料価格安定基金協会（〇〇県基金協会）

（文中での団体の略称標記について）

  ・一般社団法人 全日本畜産経営者協会（全日畜）

最後に、再度全国の畜産経営者とワークショップ（ファイナル）を実施

「山口会場（11月18日）」では、大きな畜産経営体における雇用の現
状や課題を議論。高齢者の活用も盛んで職員定年60歳以降の日給月給
制や再雇用制などがあり70歳以上の雇用者も見られる。（写真下）

  労働力管理で外国人実
習生を３年でいなくなる
と考えるか、３年でいな
くなってくれると考える
かだ、今はコロナの状況
が読めず多方面から情報
を収集している、等々。

千葉会場（11月13日）は東海ファームと訪問型調査を実施
千葉会場（11月16日）は高秀牧場とリモート型調査を実施
青森会場（12月21日）は坂本養鶏とリモート型調査を実施

鹿児島会場（10月30日）はファームテックと牧原牧場が参加

雇用者との面談で不平、不満、要望、意見を聞き、会社は会
社の考え方を丁寧に説明すること。経営者は3Kを払拭するた
めにも「きれいな牧場づくり」に努めること。等々。
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西日本地域のワークショップには７名の畜産経営者が参加。広島県か
ら参加の２名は広島県内からリモート型のワークショップ。山口県か
ら参加の５名は山口市内のホテルで集会型のワークショップを開催。

「広島会場（10月12日）」では、①立地条件からある程度高い賃金で
ないと雇用できない。②養鶏に適している人には良い職場だと自負し
てる。③配達担当が高給で会社間で奪い合いの状況。④最近はコロナ
の影響で畜産業でも以前より応募者が増えている。等々が話題。

JRA事業「畜産経営雇用促進調査事業」の活動報告
　　全日畜ワークショップ「西日本地域」を開催
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JRA事業「自然災害に強い畜産経営の実現調査事業」の活動報告

　ワークショップは「千葉会場」に続いて「熊本会場」「宮城会場」を開催

　

 

　

　「熊本会場」のワークショップは、
　　　　11月11日（水）、市内のホテルで開催

コロナ禍の下での開催、入室は検温・消毒、テーブルに
はマスク、フェイスガード、除菌ティッシュを常備。①

農場からの報告をお願いした（株）肥後ポートリーと
（有）レクストの経営者の他、長崎、熊本、宮崎、鹿児
島県の基金協会の代表、災害時に農場支援に活躍された
飼料メーカー３社等、参加者総数16名。②

あまりの衝撃と被害で太刀打ちできなかった、とか、２
週間にわたった40名体制での４棟の死鶏の処分は辛かっ
た等々、厳しい当時の状況が報告された。

　「宮城会場」のワークショップは、
　　　　11月30日（月）、市内のホテルで開催

宮城会場は、全国的に拡大したコロナ禍を考慮し
て、畜産経営者の参加は見あわせ、事務局からの
岩手県での調査報告、青森、宮城、福島県からの
県下を俯瞰した報告をいただき、参加した事業の
推進委員３名と意見交換を行った。⑤

　東日本大震災から約10年を経過、震災時には人
がいくらいても足りない、組織がばらばらに動い
ても非効率。等々の意見か出た。

東日本大震災での防災意識の高まりが活かされた、合併
した町村の旧支所が残っていて集落の「結（ゆい）」が
機能した、道路が寸断されてバイク部隊が活躍した、災
害時にメディアスクラムが生じて大変だった、出荷先の
岩泉乳業の操業再開に１年を要した。等々、貴重な情報
を聞き取りすることができた。③、④

宮城会場では、事前の現地調査として11月26日（木）
に、４年前（H28年）に岩手県岩泉町を襲った台風10号
の被災を中心に現地での調査を実施し、岩泉町役場の関
係者からの聞取り調査と現地確認調査を行った。③

  ・協同組合 日本飼料工業会（工業会） ・一般社団法人 都道府県配合飼料価格安定基金協会（〇〇県基金協会）

（文中での団体の略称標記について）

  ・一般社団法人 全日本畜産経営者協会（全日畜） ・一般社団法人 全日本配合飼料価格畜産安定基金（全日基）



 　 　 　

　

 

　全日畜が実施しておりますJRA事業の雇用促進事業（略称）で全国の畜産経営者のみなさんと
意見交換を行いますと新型コロナウイルス感染症の影響で技能実習生に係る対応で大変ご苦労さ
れているようです。参考に厚生労働省等がHPで公開している「Q＆A」を添付しました。

 ◎ 以下の、添付資料のご紹介です

  ・協同組合 日本飼料工業会（工業会） ・一般社団法人 都道府県配合飼料価格安定基金協会（〇〇県基金協会）

  

（文中での団体の略称標記について）

  ・一般社団法人 全日本畜産経営者協会（全日畜） ・一般社団法人 全日本配合飼料価格畜産安定基金（全日基）



 　 　 　

　

 

  ・協同組合 日本飼料工業会（工業会） ・一般社団法人 都道府県配合飼料価格安定基金協会（〇〇県基金協会）

  

（文中での団体の略称標記について）

  ・一般社団法人 全日本畜産経営者協会（全日畜） ・一般社団法人 全日本配合飼料価格畜産安定基金（全日基）



 　 　 　

　

 

  ・協同組合 日本飼料工業会（工業会） ・一般社団法人 都道府県配合飼料価格安定基金協会（〇〇県基金協会）

  

（文中での団体の略称標記について）

  ・一般社団法人 全日本畜産経営者協会（全日畜） ・一般社団法人 全日本配合飼料価格畜産安定基金（全日基）
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